
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜６ 年生の心みつけノートから＞ 

  私は，この道徳の授業で「命，心，感情」という三つのものを勉強したと思います。その勉強で新しい考えもたくさん

思い付きました。そして，家族メッセージを見ると，私の成長を喜んでくれたり応援してくれたり，励ましてくれたりしてい

て，それを見て「ああ何でもかんでも私一人じゃないんだ。」と思いました。 

 道徳の中で私が一番心に残っていることは，「いじめ」についてです。その時に勉強して分かったことは，いじめを見た

ら 見て見ぬふりをするのではなく，誰かに言うことが大切だということや，もし，いじめを受けたら自分で抱えこまず，

誰かに相談することが大切だということと，その時に「勇気」が必要だと分かりました。 

 家族メッセージでは，お母さんが私の未来へのアドバイスをくれている事が分かりました。それに応えられるように頑張

ります。先生からは，自分に自信がつく言葉を掛けてもらいました。 

先生の見届け 家族メッセージ 

１  ねらい 

 ・家庭と学校が協力して，より良く生きようとする心を育てる。 

 ・子どもの心の変化や成長の様子を見守りながら，自己実現を支援する一助と

する。 

２  活用の方法 

 ・年間を通して，道徳の時間などで，自分の感じたことや思ったことを記録します。 

 ・通常は学校で保管させていただきます。 

 ・『心みつけのノ－ト』を使用した日は，家庭に持ち帰らせます。お手数ですが， 

  「家族メッセ－ジ欄」へ記入をし，２ ～３ 日のうちに学校に持たせてください。 

家庭の方へ 

家族メッセージ

で心育ちの応援

をお願いします。 
 ３  「家族メッセ－ジ」欄の記入 

 ・書かれた絵や文章を御覧いただき，子どもへのメッセ－ジをご記入ください。 

 ・その際，子どもの自信や勇気につながるような感想や励ましの言葉を掛けてください。 

 ・子どもが目標にしたことを実践できるような助言や機会を与えてください。 

  ＜心見付けで育てたい旭北小の子どもの姿＞  

 低学年  挨拶をする・時間を守る・きちんと食事する・物を大切にする・身の回りの整理整頓をする 

・してはならないことをしないなどの基本的な生活習慣を身につけた子ども 

 中学年  正しいと判断したことを行う力，社会や家庭，学校などのルールを守り，身近な     

人々と協力し助け合える力をもった子ども 

 高学年  きまりやマナーの大切さを理解する・相手の立場を理解し支え合う態度を身に付ける・     

集団における役割と責任を果たす・我が国と郷土を愛するとともに他国を尊重するなど社会

の一員としての自覚をもち人のために役立つことができる子ども  


